
 

 

 『急用だから、ゆっくり書け』 

【小早川 隆景(戦国武将)】。 

戦国時代、小早川隆景は大至急手紙をしたためる必要があ

った時に「急用だから、ゆっくり書け」と祐筆に命じたとい

いいます。命のやり取りをしている情勢において、「ゆっく

り書け」って言えることが凄い。焦らず書いたほうがミスを

おこさず最終的には早く書けることを経験的に知っていたの

でしょう。また、「急がば回れ」「急いては事を仕損じる」

という言葉が現在にも受け継がれています。これらのことは、

冷静沈着でいることの重要さを認識させられます。 

 少し飛躍するかもしれませんが、現在の経営環境の変化が

数年前より早い状況であり、急いで様々な対策を施さないと

ダメだ！という雰囲気があります。そのような時だからこそ

じっくり考え事をして冷静沈着に対応することが求められて

いるのではないでしょうか？ 

しかし、やみくもに考えても何も出てこないと思います。

考え方という方法論があります。私もそれを知ってから、や

みくもに考えることが減りました。（考え方を考えるという

変なスパイラルにはまりましたが（笑）） 

 私は、考え方を知ったことで、これまで考えられなかった

ことが、考えられるようになったり、少しは新しい発想が考

えられるようになったかなと感じます。 

以降で、私が考え事をする際に意識していることを簡単に

いくつかご紹介したいと思います。また、考え方が紹介され

ている沢山の書籍が出版されていますので、さらに「考え方」

を知りたい場合は、書籍を購入されるのもいいと思います。 

 考え方といえば「ロジカルシンキング」が真っ先に浮かび

ますが、それを説明すると結構なボリュームになってしまい

ます。紙面都合でそれには触れませんのでご了承ください。 

◆その１：組み合わせて、かけ算で考える 

 

 

よく「我社には他社に勝る強みがない」という話を伺いま

す。手をこまねいていては取り残されていくが、どのような 

手を打てばいいのかわからないと…。しかし、世の中の企業

で他社より抜きん出たものを持っている企業はそうそうあり

ません。 

そこで、自社にある経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報・

技術・製品・ノウハウなど）を組み合わせて考えることをお

勧めします。とかく１つの製品・サービスに固執した考えに

なりがちです。簡単に売り上げUP・コスト削減などといった

答えが出るわけではありませんが、組み合わせを考えること

で、これまでの先入観を取っ払うことができる可能性があり

ます。 

 また、そのように横断的に考えられるようになりますと、

「自社で対応するには１ピース足りないが、その１ピースを

他社との連携でなんとかならないかな」といった新たな考え

が芽生え、発想が豊かになってきます。 

さらにそれらの組み合わせを「かけ算」で考えましょう。

マイナス要素や１より小さい要素(例：老朽化した設備の利用、

など)と組み合わせても、組み合わせ効果が発揮できないから

です。逆に、施設は２点でもとびっきりのサービスが１０点

であれば、２×１０＝２０点になります。 

実際に点数をつけることは難しいのですが、考え方としての

「かけ算」を意識することです。 

◆その２：現状を俯瞰する１つの方法 

「この方向性で経営を行っていてもいいのか？と疑問にな

ることがある」と伺うことがあります。そのような場合には、

現在活動している事業を棚卸して、それをSWOT分析すること

をお勧めします。 

 SWOT分析とは、内部環境である「強み」と「弱み」、外部

環境である「機会」と「脅威」を洗い出し、評価して、自社

の戦略立案に生かすフレームワークです。  
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しかし、戦略立案時でのSWOT分析は上手くいかないことが

多いと感じます。（強みと考える要素が弱みになったり、脅

威と考えたものが機会として捉えることができたりで、いま

いち使いにくい。）自社の状況を俯瞰するのに利用したり、

立案した経営戦略を評価するのに利用した方が活きると思っ

ています。 

 よって、まず事業や製品を棚卸し、それぞれの強み・弱み、

外部環境に対して何を機会としているのか、新たな機会があ

るのか、何が脅威となるのかなどを考えます。（外部環境分

析にはPEST、５Forcesといったフレームワークを利用しても

いいでしょう。） 

 自社や製品がおかれた状況を俯瞰し、評価することができ

ます。その結果を受けて、さらに検討を進めることになりま

す。残念ながらSWOT分析だけで名案が出るわけではないです

が、このように、方向性に疑問が出てきたらSWOT分析で俯瞰

すると、アイデア創出のきっかけになるでしょう。 

(私は、経営分析以外では、個人的なポジションの把握、磨く

スキルなどを評価する際にもSWOT分析を利用しています。) 

◆その３：「なぜ？」と問いかける 

経営や仕事に慣れてくると、その状況が普通なんだと思い

込み、目の前で問題が通りすぎ、それが問題だと気づかない

ことがあります。 

 そこで１つ呟いてみます「なぜ？」と。初めのうちは問題

だと気づかないので、目の前の事象について手当たり次第「な

ぜ？」と呟いてみます(限度はありますが)。そうすると「な

ぜなら・・・」がいくつか出てくると思います。さらに「な

ぜなら・・・」にたいして「なぜ？」と呟いてみます。それ

を繰り返しているうちに、問題となっている原因が見えてき

ます。 

有名な事例ですが、同じ内容の問い合わせが頻繁にある状

況で担当者はしっかり回答し、その仕事に満足をしていまし

た。カスタマーセンターの仕事としてはそれでOKかもしれま

せん。 

しかし、いたずらに時間を使っている状況だとも考えられ

ます。起こっている事に「なぜ？」と問いかけることで、問

題が解決することもあります。 

「なぜ、問い合わせがあるのか？」⇒「製品の使い勝手がわ

からない」⇒「なぜ、使い勝手がわからないのか？」⇒「操

操作説明書に記載がない」 

 →『操作説明書に記載されていれば問い合わせが減るので

はないのか？』といった解決策に結びつくことがあります。 

さらに「なぜ、操作説明書に記載がないのか？」と検討を進

めていって製品開発の運用上の問題点が出てくるかもしれま

せん。 

 「なぜ？」以外でも「それは本当か？」「それは何のため

に？」などで問いかけてもいいでしょう。色々と問いかけを

することで、新たな気づきを得たり、そこから大きな改善に

つながる可能性もあります。さらに個人スキルとして、思考

力もUPしていくことでしょう。 

まだまだ紹介したかったのですが、紙面が足りなくなって

きましたので、次の機会とさせていただきます。 

「本は考える為のサプリメント」(その 8) 

「本は考える為のサプリメント」です。考える為の知識を本

から学び、日々のビジネス活動で活かそうという企画です。 

 今月は、座右の書籍の１つを紹介いたします。 

  「プロの条件」(藤尾 秀昭) 

 とても薄い本ですが、中身はとても熱いです。各業界で大

活躍し、その道のプロと呼ばれる方々の言葉・信念をエスプ

レッソ抽出をしたような書籍です。人生・仕事のプロになる

ための言葉がつまっています。文字数は少ないですが、余白

を生かした記載は伝えたい言葉をより効果的に表していると

思います。ずっと手元に置いておきたい書籍です。お勧めで

す。 

編集後記 

もうすぐ年の瀬です。１年経つのは本当に早いです。やり

残したことを少しでも今年中にやっておきたいと思う反面、

新年に心機一転した気分で行動してもいいかなと思ったりも

します。沢山の事を実行しようと計画しても、計画倒れにな

ってしまいます（私の場合）。しっかり絞って計画を立てね

ばと、毎年思うこの１２月です。(石) 

  
洗い出す。 分析・評価する。 


